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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　焦点調整を行うフォーカスレンズ光学系と、
　前記フォーカスレンズ光学系を制御するフォーカス制御手段と、
　変倍調節を行うズームレンズ光学系と、
　前記ズームレンズを制御するズーム制御手段と、
　絞り調節を行うアイリス羽根と、
　前記アイリス羽根を制御するアイリス制御手段と、
を備え、
　記憶したズーム位置への移動や該ズーム位置への往復を行うプリセット機能を持つレン
ズ装置において、
　前記フォーカスレンズ光学系、前記ズームレンズ光学系、前記アイリス羽根の動作特性
情報や、前記プリセット機能で用いるズーム位置、を記憶する記憶手段を備えており、
　前記動作特性情報から引き出された前記第１の設定値を基に書き換えられた第２の設定
値が蓄積された第２の設定データを変更不可とする設定変更不可モードを有しており、
　該設定変更不可モード中であっても、前記プリセット機能で用いるズーム位置の変更が
可能である
ことを特徴とするレンズ装置。
【請求項２】
　前記第２の設定データは、複数のユーザーに対応する複数の設定データを含んでいるこ
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とを特徴とする請求項１記載の光学装置。
【請求項３】
　パスワード入力により、前記ユーザー設定データを変更可とするか、変更不可とするか
の設定を行うことを特徴とする請求項１又は２記載のレンズ装置。
【請求項４】
　前記レンズ装置に搭載されているスイッチを押すことにより、前記ユーザー設定データ
を変更可とするか、変更不可とするかの設定を行うことを特徴とする請求項１又は２記載
のレンズ装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４いずれか１項に記載のレンズ装置と、前記レンズ装置に装着されたカメ
ラ装置を備えた撮影装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はレンズ装置とレンズ装置に装着されるカメラ装置を備えたテレビジョン撮影に
用いられるテレビレンズ、等に用いられる撮影装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　テレビジョン撮影に用いられる光学装置は、ＴＶカメラ本体とＴＶレンズで構成され、
ＴＶレンズをＴＶカメラに装着して使用する。このうちＴＶレンズはレンズ本体部とドラ
イブユニットに大別され、レンズ本体部には撮影光学系とそれをマニュアル操作するため
のマニュアルリングがある。またドライブユニットには、これらマニュアルリングを電動
駆動するための、モータや制御基板、ＣＰＵが内部に格納され、外装面には電動制御を指
示する各種スイッチや、操作部材が設けられている。ＴＶレンズは、以前はマニュアルに
よるズームやアイリス操作が撮影の大半を占めていたが、最近では電動サーボによる撮影
も頻繁に行われるようになり、ドライブユニットにも様々な機能が付加されている（特許
文献１参照）。
【０００３】
　例えば任意のズーム位置を一度記憶すると、スイッチを押すことで記憶したズーム位置
までモータ駆動するプリセット機能や、またこのプリセット機能をドライブユニット上の
複数あるスイッチの中で、ユーザーが自分の好きな位置のスイッチに自由に設定できる機
能などがある。
【０００４】
　こうした様々な機能を設定する手段は、レンズの撮影に関わる機能を設定する機能設定
手段と、それに用いる表示パネルを光学装置に設け、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の
設定情報を複数記憶できる記憶手段を設けることにより、状況を容易かつ瞬時に把握でき
、さらに操作性に優れた機能の設定手段を併せ持つ、使い勝手の良い光学装置を提供され
ている。
【０００５】
　このようにして設定できるこれらの機能は、カメラマンの撮影の幅を広げ、様々な撮影
状況に応じて最適なカメラワークを実現することを可能にしている。
【特許文献１】特登録０３４２０５４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、テレビジョン撮影に用いられるＴＶカメラ本体とＴＶレンズで構成され
る光学装置は、放送局やプロダクションなどで所有しているものが多く、個人のものでは
ないため、光学装置を使用するカメラマンが定まっていないケースも多い。このため、カ
メラマン毎に様々な設定がなされ、設定を行ったカメラマンとは別のカメラマンが光学装
置を使用する際に、例えば、ドライブユニット上のあるスイッチを操作した場合に、自分



(3) JP 4497990 B2 2010.7.7

10

20

30

40

50

が意図した機能とは異なる機能が作動するといった問題が発生する。
【０００７】
　また、テレビジョン撮影の対象に合わせた機能の設定を行うケースも増えている。例え
ば、スポーツ中継を行う場合には素早いフレームワークを可能とするプリセット機能が使
用されるため、これらを撮影する部署の所有する光学装置のドライブユニット上にあるス
イッチには素早い動作をするプリセット機能が設定されることが多い。ドラマ撮影を行う
場合には比較的ゆっくりとしたプリセット機能が使用されるため、これらを撮影する部署
の所有する光学装置のドライブユニット上にあるスイッチにはゆっくりとした動作を行う
プリセット機能が設定されることが多い。これらの設定を個別のカメラマンが変更した場
合も、前述したような問題が発生することとなる。
【０００８】
　本発明では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を、特別な操作を行わなけれ
ば変更できないようにすることで、テレビジョン撮影の対象に合わせた機能などの設定が
容易に変更できなくなり、ドライブユニット上のあるスイッチを操作した場合に、自分が
意図した機能とは異なる機能が作動するなどといった問題が解消できる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記問題点を解決するために、本発明のレンズ装置は、焦点調整を行うフォーカスレン
ズ光学系と、前記フォーカスレンズ光学系を制御するフォーカス制御手段と、変倍調節を
行うズームレンズ光学系と、前記ズームレンズを制御するズーム制御手段と、絞り調節を
行うアイリス羽根と、前記アイリス羽根を制御するアイリス制御手段と、を備え、記憶し
たズーム位置への移動や該ズーム位置への往復を行うプリセット機能を持つレンズ装置に
おいて、前記フォーカスレンズ光学系、前記ズームレンズ光学系、前記アイリス羽根の動
作特性情報や、前記プリセット機能で用いるズーム位置、を記憶する記憶手段を備えてお
り、前記動作特性情報から引き出された前記第１の設定値を基に書き換えられた第２の設
定値が蓄積された第２の設定データを変更不可とする設定変更不可モードを有しており、
該設定変更不可モード中であっても、前記プリセット機能で用いるズーム位置の変更が可
能であることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を、特別な操作を行わなけれ
ば変更できないようにすることで、テレビジョン撮影の対象に合わせた機能などの設定が
容易に変更できなくなり、ドライブユニット上のあるスイッチを操作した場合に、自分が
意図した機能とは異なる機能が作動するなどといった問題が解消できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下に本発明の好ましい実施例を示す。但し、その実施例に本発明は限定されない。
【実施例１】
【００１２】
　以下に本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。図１及び図２はＴＶレンズの
上面図および背面図である。図中１０１はレンズ本体で、内部には撮影光学系があり、外
側には、フォーカス、ズーム、アイリスを手動で操作するためのマニュアルリングがある
。１０２はレンズ本体１０１に着脱自在に取付けられるドライブユニットで、内部にはマ
ニュアルリングを電動駆動するためのモータや、制御基板、ＣＰＵ等が格納されている。
１０３はズームをサーボ駆動する時に操作するシーソースイッチで、図中Ｔの方向あるい
はＷの方向にスイッチを押し込むと、押し込み量に応じたスピードで、ズームが望遠方向
、あるいは広角方向へ変化する。１０４はスイッチ操作に応じてカメラへ信号を送り返す
リターンスイッチで、１０５は録画のトリガーとなるＶＴＲスイッチである。これらシー
ソースイッチ１０３、リターンスイッチ１０４、ＶＴＲスイッチ１０５は、テレビ撮影に
関わる最も基本的なスイッチで、ＴＶレンズの操作性を継承する観点から、ＴＶレンズの
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長い歴史の中でも昔から変わらずに図示した位置に配置される。
【００１３】
　１０６はドライブユニット１０２に搭載された機能スイッチＡである。機能スイッチＡ
１０６には、レンズを用いた撮影に関わる様々な機能の中からひとつをこの機能スイッチ
Ａ１０６に割り当てることが可能である。例えば、プリセット機能をこのスイッチに割り
当てると、カメラマンは後述するメモリースイッチ１０８と同時に機能スイッチＡ１０６
を押すことで現在のズーム位置が記憶できる。その後ズームがいかなる位置にある場合で
も、この機能スイッチＡ１０６を押すことで、ズームを記憶した位置に戻すことができる
。また、１０７はドライブユニット１０２に搭載された機能スイッチＢである。機能スイ
ッチＢ１０７には、レンズの撮影に関わる様々な機能の中から一つをこの機能スイッチＢ
１０７にも割り当てることが可能である。例えば、スイッチを押すことでズームが往復動
作する機能をこのスイッチに割り当てると、カメラマンは機能スイッチＢを押し続けると
レンズは望遠端までズーミングし、深度の浅い望遠端でフォーカス合わせをした後で機能
スイッチＢから手を離すと元のズーム位置に戻すことができ、ピントの合わせのアシスト
機能として利用することができる。これらの機能スイッチは、カメラマンがレンズをマニ
ュアル操作する際に、スイッチを誤操作して突然ズームが動き出すことのないように、機
能スイッチＡあるいは機能スイッチＢを押しても、機能することにないように設定するこ
とも可能である。１０８は現在のズーム位置、速度、方向などを記憶する際に使用するメ
モリースイッチである。
【００１４】
　１０９はドライブユニット１０２の背面に設けた液晶による表示パネル、１１０は表示
パネルの表示／非表示を切換える表示スイッチで、必要な時だけ表示パネル１０９を点灯
する構成にすることで消費電力を低減している。１１１はレンズの撮影に関わる様々な機
能を設定するための機能設定スイッチである。
【００１５】
　図３は機能設定スイッチ１１１を拡大して表したものである。図３に示した機能設定ス
イッチ１１１は図中２０２から２０５の４つの矢印キーとひとつの選択キー２０１で構成
され、表示パネル１０９に表示される階層メニューに沿って、２０２から２０５の４つの
矢印キーでカーソルを移動して、複数ある機能の中から一つを選択し、選択キー２０１で
確定する。
【００１６】
　次にレンズ本体１０１の内部構成を図４に示す。
【００１７】
　図４において、３０１は焦点調整を行うフォーカスレンズ光学系、３０２はフォーカス
レンズ光学系３０１を駆動するフォーカスモータである。３０３はフォーカスレンズ光学
系３０１の位置に応じた位置信号を出力するフォーカス位置検出手段、３０４はフォーカ
スレンズ光学系３０１を制御するフォーカス制御手段である。３０５は変倍調節を行う光
学素子としてのズームレンズ光学系、３０６はズームレンズ光学系３０５を駆動するズー
ムモータである。３０７はズームレンズ光学系３０５の位置に応じた位置信号を出力する
ズーム位置検出手段、３０８はズームレンズ光学系３０５を制御するズーム制御手段であ
る。３０９は絞り調節を行うアイリス羽根、３１０はアイリス羽根３０９を駆動するアイ
リスモータ、３１１はアイリス羽根３０９の位置に応じた位置信号を出力するアイリス位
置検出手段、３１２はアイリス羽根３０９を制御するアイリス制御手段である。３１３は
焦点距離を１．５倍や２．０倍などに変更するエクステンダー光学系、３１４はエクステ
ンダー光学系３１３を駆動するエクステンダーモータである。３１５はエクステンダー光
学系３１３の位置に応じた位置信号を出力するエクステンダー位置検出手段、３１６はエ
クステンダー光学系３１３を制御するエクステンダー制御手段である。３１７は本実施例
の制御部分を司るＣＰＵ、１０９はドライブユニット１０２の背面に設けた液晶による表
示パネルである。１１１はレンズの撮影に関わる様々な機能を設定するための機能設定ス
イッチ、３１８はレンズの撮影に関わる様々な機能及び特性を記憶させる記憶手段である
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。３１９はドライブユニット１０２に取付けられた各種スイッチ通信手段、３２０はレン
ズ外部とのデータ通信手段、３２１は各種デマンドとの通信手段、３２２はテレビカメラ
との通信手段である。
【００１８】
　図５に記憶手段３１８の内部構造を示す。記憶手段３１８を図５のように４００、４０
１、４０２，４０３から４０９と複数のユーザー領域に分割し、それぞれのユーザー領域
に６つの機能設定領域を割り当てている。４１０はドライブユニット１０２に取付けられ
た各種スイッチの機能割り当て情報記憶領域、４１１はプリセット動作特性情報記憶領域
、４１２はアイリス動作特性情報記憶領域、４１３はズーム特性情報記憶領域、４１４は
フォーカス特性情報記憶領域、４１５は各機能の設定を変更不可とする設定変更不可モー
ド時に使用するパスワードを記憶するパスワード記憶領域である。４１０から４１５の６
つの機能設定領域は表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用して４０１から４
０９のユーザー領域毎に個別に設定可能となっている。ここで４００のユーザー領域のみ
デフォルト設定情報として書換え不可能なユーザー領域としているため、４００のユーザ
ー領域のみ、パスワード記憶領域が存在しない。つまり、ユーザー領域４００は初期設定
値が蓄積（記憶）された初期設定データであり、ユーザー領域４０１から４０９は初期設
定データであるユーザー領域４００のデータを引き出して、これを基に書き換えたユーザ
ー設定値が蓄積（記憶）されたユーザー設定データである。このようにユーザー設定デー
タはユーザ領域４０１から４０９に複数有している（記憶されている）。
【００１９】
　上記構成において、表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用してレンズの動
作特性に関わる機能の設定方法及び記憶手段３１８への書込み、または書換えを行う場合
の動作について図６を用いて詳細に説明する。
【００２０】
　表示スイッチ１１１がＯＮされたかどうかの判断を行い（ステップＳ６０１）、ＯＮさ
れていないと判断された場合には、表示パネル１０９の消灯処理を行う（ステップＳ６０
２）。ステップＳ６０１で表示スイッチ１１１がＯＮされたと判断された場合には、表示
パネル１０９を点灯させ（ステップＳ６０３）、現在、ユーザー設定データを変更不可と
する設定変更不可モードであるかを判断し（ステップＳ６０４）、設定変更不可モードで
あった場合にはパスワードの入力を要求するパスワード入力要求処理（ステップＳ６０５
）に進む。パスワード入力要求処理が終了すると、入力されたパスワードがパスワード記
憶領域に記憶されているパスワードと比較し、一致しているか否かを判断し（ステップＳ
６０６）、入力されたパスワードがパスワード記憶領域に記憶されているパスワードと一
致しない場合には、パスワード入力要求処理（ステップＳ６０５）に戻る。ステップＳ６
０４で設定変更不可モードでなかった場合、もしくはステップＳ６０６で入力されたパス
ワードがパスワード記憶領域に記憶されているパスワードと一致する場合には、機能設定
スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０２に取付けられた各種スイッチの機能割り
当て変更を行う操作であるか否かを判断し（ステップＳ６０７）、機能設定スイッチ１１
０の操作がドライブユニット１０２に取付けられた各種スイッチの機能割り当て変更を行
う操作である場合には、変更されたスイッチの機能割り当て変更処理を行い（ステップＳ
６０８）、ステップＳ６０９に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がドライブユニット
１０２に取付けられた各種スイッチの機能割り当て変更を行う操作でない場合も同様にス
テップＳ６０９に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更
する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６０９）、機能設定スイッチ１１０の操作が
プリセット動作特性情報を変更する操作である場合には、変更されたプリセット動作特性
情報変更処理を行い（ステップＳ６１０）、ステップＳ６１１に進む。機能設定スイッチ
１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ６
１１に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がアイリス動作特性情報を変更する操作であ
るか否かを判断し（ステップＳ６１１）、機能設定スイッチ１１０の操作がアイリス動作
特性情報を変更する操作である場合には、変更されたアイリス動作特性情報変更処理を行
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い（ステップＳ６１２）、ステップＳ６１３に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がア
イリス動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ６１３に進み、機能設
定スイッチ１１０の操作がズーム動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ス
テップＳ６１３）、機能設定スイッチ１１０の操作がズーム動作特性情報を変更する操作
である場合には、変更されたズーム動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ６１４）、
ステップＳ６１５に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がズーム動作特性情報を変更す
る操作でない場合も同様にステップＳ６１５に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がフ
ォーカス動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ６１５）、機能
設定スイッチ１１０の操作がフォーカス動作特性情報を変更する操作である場合には、変
更されたフォーカス動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ６１６）、ステップＳ６１
７に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がフォーカスト動作特性情報を変更する操作で
ない場合も同様にステップＳ６１７に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー設
定データを変更可能とする設定変更不可モードをＯＦＦに変更する操作であるか否かを判
断し（ステップＳ６１７）、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー設定データを変更
可能とする設定変更不可モードをＯＦＦに変更する操作である場合には、設定変更不可モ
ードをＯＦＦにする処理（ステップＳ６１８）を行い、機能設定スイッチ１１０の操作が
ユーザー設定データを変更不可する設定変更不可モードをＯＮに変更する操作である場合
には、設定変更不可モードをＯＮにする処理（ステップＳ６１９）を行う。
【００２１】
　本実施例１では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を、パスワードを入力し
なければ変更できないようにしたが、例えば、機能スイッチＡおよび機能スイッチＢを同
時に３秒以上長押しするなど、通常の撮影行為では行わないような特別な操作を行うこと
により、設定変更不可モードを切換える構成としても良い。
【００２２】
　本実施例１では、機能設定スイッチに十字キーを用いた例について述べたが、ジョグシ
ャトルスイッチ等、表示パネルの表示フローに沿って機能が設定できるものであれば如何
なる設定スイッチでも構うものではない。
【００２３】
　さらに、実施例１では表示パネルと機能設定スイッチをドライブユニットに設けたが、
レンズ本体とドライブユニットから構成されるＴＶレンズのどの部位に配置しても構うも
のではない。
【００２４】
　本発明では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を、特別な操作を行わなけれ
ば変更できないようにすることで、テレビジョン撮影の対象に合わせた機能などの設定が
容易に変更できなくなり、ドライブユニット上のあるスイッチを操作した場合に、自分が
意図した機能とは異なる機能が作動するなどといった問題が解消できる。
【実施例２】
【００２５】
　実施例１では、ユーザー設定データの設定変更が不可の場合には、すべてのユーザー設
定データの変更ができない構成にしていたが、プリセット動作特性情報記憶領域に記憶し
てある情報内、プリセット位置、プリセット速度、プリセット方向のプリセット情報は設
定変更可能な構成とすることで、プリセット機能を有意義に使用することが可能となる。
【００２６】
　以下に本発明の実施例を図面に基づいて詳細に説明する。実施例１に対して、図１～図
４は同様の構成となるため説明は省略し、異なる構成である記憶手段３１８の内部構造、
および表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用してレンズの動作特性に関わる
機能の設定方法及び記憶手段３１８への書込み、または書換えを行う場合の動作について
、以下に説明する。
【００２７】
　図７に記憶手段３１８の内部構造を示す。図７において、４００から４１５に関しては
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、実施例１と同様であるため説明は省略する。４１６はプリセット動作特性情報記憶領域
内に設けられたプリセット位置、プリセット速度、プリセット方向などのプリセット情報
を記憶するプリセット情報記憶領域である。
【００２８】
　上記構成において、表示パネル１０９と機能設定スイッチ１１０を使用してレンズの動
作特性に関わる機能の設定方法及び記憶手段３１８への書込み、または書換えを行う場合
の動作について図８を用いて詳細に説明する。
【００２９】
　表示スイッチ１１１がＯＮされたかどうかの判断を行い（ステップＳ８０１）、ＯＮさ
れていないと判断された場合には、表示パネル１０９の消灯処理を行う（ステップＳ８０
２）。ステップＳ８０１で表示スイッチ１１１がＯＮされたと判断された場合には、表示
パネル１０９を点灯させ（ステップＳ８０３）、機能設定スイッチ１１０の操作がプリセ
ット情報の変更を行う操作であるか否かを判断し（ステップＳ８０４）、機能設定スイッ
チ１１０の操作がプリセット情報の変更を行う操作である場合には、プリセット情報変更
処理を行い（ステップＳ８０５）、ステップＳ８０６に進む。機能設定スイッチ１１０の
操作がプリセット情報の変更を行う操作でない場合にも同様にステップＳ８０６に進み、
現在、ユーザー設定データを変更不可とする設定変更不可モードであるかを判断し（ステ
ップＳ８０６）、設定変更不可モードであった場合にはパスワードの入力を要求するパス
ワード入力要求処理（ステップＳ８０７）に進む。パスワード入力要求処理が終了すると
、入力されたパスワードがパスワード記憶領域に記憶されているパスワードと比較し、一
致しているか否かを判断し（ステップＳ８０８）、入力されたパスワードがパスワード記
憶領域に記憶されているパスワードと一致しない場合には、パスワード入力要求処理（ス
テップＳ８０７）に戻る。ステップＳ８０６で設定変更不可モードでなかった場合、もし
くはステップＳ８０８で入力されたパスワードがパスワード記憶領域に記憶されているパ
スワードと一致する場合には、機能設定スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０２
に取付けられた各種スイッチの機能割り当て変更を行う操作であるか否かを判断し（ステ
ップＳ８０９）、機能設定スイッチ１１０の操作がドライブユニット１０２に取付けられ
た各種スイッチの機能割り当て変更を行う操作である場合には、変更されたスイッチの機
能割り当て変更処理を行い（ステップＳ８１０）、ステップＳ８１１に進む。機能設定ス
イッチ１１０の操作がドライブユニット１０２に取付けられた各種スイッチの機能割り当
て変更を行う操作でない場合も同様にステップＳ８１１に進み、機能設定スイッチ１１０
の操作がプリセット動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ８１
１）、機能設定スイッチ１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更する操作である場
合には、変更されたプリセット動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ８１２）、ステ
ップＳ８１３に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がプリセット動作特性情報を変更す
る操作でない場合も同様にステップＳ８１３に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がア
イリス動作特性情報を変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ８１３）、機能設
定スイッチ１１０の操作がアイリス動作特性情報を変更する操作である場合には、変更さ
れたアイリス動作特性情報変更処理を行い（ステップＳ８１４）、ステップＳ８１５に進
む。機能設定スイッチ１１０の操作がアイリス動作特性情報を変更する操作でない場合も
同様にステップＳ８１５に進み、機能設定スイッチ１１０の操作がズーム動作特性情報を
変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ８１５）、機能設定スイッチ１１０の操
作がズーム動作特性情報を変更する操作である場合には、変更されたズーム動作特性情報
変更処理を行い（ステップＳ８１６）、ステップＳ８１７に進む。機能設定スイッチ１１
０の操作がズーム動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ８１７に進
み、機能設定スイッチ１１０の操作がフォーカス動作特性情報を変更する操作であるか否
かを判断し（ステップＳ８１７）、機能設定スイッチ１１０の操作がフォーカス動作特性
情報を変更する操作である場合には、変更されたフォーカス動作特性情報変更処理を行い
（ステップＳ８１８）、ステップＳ８１９に進む。機能設定スイッチ１１０の操作がフォ
ーカスト動作特性情報を変更する操作でない場合も同様にステップＳ８１９に進み、機能
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設定スイッチ１１０の操作がユーザー設定データを変更可能とする設定変更不可モードを
ＯＦＦに変更する操作であるか否かを判断し（ステップＳ８１９）、機能設定スイッチ１
１０の操作がユーザー設定データを変更可能とする設定変更不可モードをＯＦＦに変更す
る操作である場合には、設定変更不可モードをＯＦＦにする処理（ステップＳ８２０）を
行い、機能設定スイッチ１１０の操作がユーザー設定データを変更不可する設定変更不可
モードをＯＮに変更する操作である場合には、設定変更不可モードをＯＮにする処理（ス
テップＳ８２１）を行う。
【００３０】
　本実施例２では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を、パスワードを入力し
なければ変更できないようにしたが、例えば、機能スイッチＡおよび機能スイッチＢを同
時に３秒以上長押しするなど、特別な操作を行うことにより、設定変更不可モードを切換
える構成としても良い。
【００３１】
　本実施例２では、機能設定スイッチに十字キーを用いた例について述べたが、ジョグシ
ャトルスイッチ等、表示パネルの表示フローに沿って機能が設定できるものであれば如何
なる設定スイッチでも構うものではない。
【００３２】
　さらに、実施例２では表示パネルと機能設定スイッチをドライブユニットに設けたが、
レンズ本体とドライブユニットから構成されるＴＶレンズのどの部位に配置しても構うも
のではない。
【００３３】
　本発明では、ＴＶレンズの撮影に関わる各機能の設定情報を、特別な操作を行わなけれ
ば変更できないようにすることで、テレビジョン撮影の対象に合わせた機能などの設定が
容易に変更できなくなり、ドライブユニット上のあるスイッチを操作した場合に、自分が
意図した機能とは異なる機能が作動するなどといった問題が解消できる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本実施例１のテレビレンズの上面図
【図２】本実施例１のテレビレンズの背面図
【図３】本実施例１のテレビレンズ構成図
【図４】本実施例１の機能設定スイッチ構成図
【図５】本実施例１の記憶手段内部構成図
【図６】本実施例１の表示動作フロチャート図
【図７】本実施例２の記憶手段内部構成図
【図８】本実施例２の表示動作フロチャート図
【符号の説明】
【００３５】
　１０１　レンズ本体
　１０２　ドライブユニット
　１０３　シーソースイッチ
　１０４　リターンスイッチ
　１０５　ＶＴＲスイッチ
　１０６　機能スイッチＡ
　１０７　機能スイッチＢ
　１０８　メモリースイッチ
　１０９　表示パネル
　１１０　表示スイッチ
　１１１　機能設定スイッチ
　２０１　選択キー
　２０２～２０５　矢印キー
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　３０１　フォーカスレンズ光学系
　３０２　フォーカスモータ
　３０３　フォーカス位置検出器
　３０４　フォーカス制御手段
　３０５　ズームレンズ光学系
　３０６　ズームモータ
　３０７　ズーム位置検出手段
　３０８　ズーム制御手段
　３０９　アイリス羽根
　３１０　アイリスモータ
　３１１　アイリス位置検出手段
　３１２　アイリス制御手段
　３１３　エクステンダー光学系
　３１４　エクステンダーモータ
　３１５　エクステンダー位置検出手段
　３１６　エクステンダー制御手段
　３１７　ＣＰＵ
　３１８　記憶手段
　３１９　各種スイッチ通信手段
　３２０　レンズ外部データ通信手段
　３２１　デマンド通信手段
　３２２　テレビカメラ通信手段
　４００～４０９　ユーザー領域
　４１０　機能割り当て情報記憶領域
　４１１　プリセット動作特性情報記憶領域
　４１２　アイリス動作特性情報記憶領域
　４１３　ズーム特性情報記憶領域
　４１４　フォーカス特性情報記憶領域
　４１５　パスワード記憶領域
　４１６　プリセット情報記憶領域



(10) JP 4497990 B2 2010.7.7

【図１】

【図３】

【図４】

【図５】 【図６】



(11) JP 4497990 B2 2010.7.7

【図７】 【図８】

【図２】



(12) JP 4497990 B2 2010.7.7

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００１－２９００６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－１６９２４７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００３－０２３４８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－１６８１１５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／２２５　　　
              Ｇ０３Ｂ　　１７／０２　　　　
              Ｇ０２Ｂ　　　７／０８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

